
健康経営支援プログラム

健診戦



「健康経営」
社員の健康管理を重要な経営課題として捉え、

戦略的に取り組むことが重要視されている。
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健康経営の課題

社内で健康施策を実施しても、意識が高い社員しか参加せず、

無関心な社員が巻き込めていない。

健康経営や働き方改革を推進したくとも、

実施した健康施策が社員の健康増進に寄与しているかが不明瞭。

健診結果はデータ化されているが、閲覧だけにとどまっており、

集計・分析による社員の傾向や課題感の把握に活用できていない。
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サービス概要
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ヘルスデータ活用とクリエイティビティの融合による「健康診断」のエンターテインメント化

社員の行動変容促進と健康経営PDCAを実現

健康診断エンターテインメント

健診戦
データ・ドリブン・

マーケティング

ヘルスデータ×生活者データ

を統合的に解析・活用

クリエイティビティ

アイデアの力で

社員の行動変容を促す
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サービス概要

健康診断エンターテインメント

健診戦
“社員が年に一度 健康と向き合うモーメント”「定期健康診断」。

義務的に捉えられがちな定期健診を、“前向きに健康改善に取り組むきっかけ”に変えることによって、社員の行動変容を

促す健康経営支援プログラム「健診戦（けんしんせん）」を開発。去年の自分よりどれだけ健康になれたか？を健康改善度と

してスコア化し、一年間でとくに健康になった社員を表彰する（＝頑張りを褒める）健康診断エンターテインメントです。

ヘルスデータの統合とクリエイティビティの融合による「健康診断」のエンターテインメント化

Phase1 健康アクション促進 Phase2 定期健診の実施 Phase3 ヘルスデータによる評価・表彰

スポーツをテーマにしたクリエイティブで

告知展開を行い参加モチベーションを創出

スマートウォッチなどの自己管理デバイスの配布や社員食堂での

ヘルシーメニューの提供など、健康改善に取り組みやすい環境。

６つの主要診断項目から

競技対象となる検査項目を設定

【血液検査】 【血圧測定】 【視力検査】

【尿検査】 【腹囲測定】 【身体測定】

個人および全社ヘルスデータをビジュアライズ化し

健康改善成果を可視化

▲自身の数年の健康推移がわかる個人リザルトサイト

健康改善度に応じて、優秀社員を表彰
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サービス概要

■社員のヘルスデータや意識データを統合・解析し、健診戦による効果測定や生活者視点での

社員のタイプ別分析、健康経営のボトルネック分析等を実施。

健康経営データ分析社員クラスタ判定健康改善効果 KPI測定

• 健診戦実施による意識・行動変容と健康改善の効

果を測定

• 無関心層の巻き込み率・参加した人の特徴

意識データとの統合により健康タイプ別クラス

タを作成

• 健康経営フレームワークを階層的に分析し、ボトル

ネックを発見

• 社員の生産性低下により企業に与えている損失コスト

を明確化

変化なし
行動が習慣化

意識向上

行動した

参加者

65.3%
不参加者

39.1%

※参加者と不参加者で有意差あり

アブセンティーズム
損失コスト（病欠）

5%

医療費（健保負担）
17%

プレゼンティーズム損失コスト
出動しているが生産性が低下している状態

76%

傷病手当金等
（健保負担）

2%

健康関連総コスト55.5%
※昨年度と今年度の健康診断結果において、

対象9指標のうちいずれかの判定が改善した人の割合

健康

改善者率
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健診戦実施ステップ

1ヶ月

6月

施策設計・

準備

1〜2ヶ月

7月

告知・

エントリー

1ヶ月

9月

健康

診断

1〜2ヶ月

データ

収集

1ヶ月

12月

結果

発表

2〜3ヶ月

1月

健康経営分析・

アクションプラン紹介
集計

※秋検診の場合の例

スケジュールや実施

内容のすり合わせ

クリエイティブを活用した社員への

告知・個人情報同意取得

定期健診を受診 健診結果から

改善スコアを集計

社員へ結果発表

・賞品送付

データから効果検証を行い次年度の計画を

立てる ・KPI測定 ・クラスタ分析 etc.

健診をゴールに
頑張ってみよう

ポジティブな
気持ちで健診へ

改善の実感・達成感

現状
義務感・不健康自慢

健康改善

数値悪化 Wellbeing改善

健康経営企業
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

告知・

エントリー

7〜9月

健康診断

データ

収集
集計

結果

発表

7〜9月期受診者対象

施策

設計・

準備

告知・

エントリー

10〜12月

健康診断

データ

収集
集計

結果

発表

10〜12月期受診者対象

告知・

エントリー

1〜3月

健康診断

告知・

エントリー

※期間の設定は自由に変更可能です
※KPI測定・分析や賞品の送付は全社員の健康診断終了後に対応

〈参考〉 健診戦実施ステップ（毎月健診タイプの場合）
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「健診戦」の特長

− 健康づくりをエンターテインメントへ −  行動変容促進プログラム「健診戦」

1 クリエイティブによるエンタメ化

■無関心社員の行動変容を促進し、KPI数値改善に効果。

■若手もベテラン社員も共通話題！職場の活性化につながる。

3 効果測定・分析

■意識や行動への効果を定量的に測定・分析し、

次年度のアクションプランを明確に。

2 健診データ可視化

■不健康社員でも自分の改善度が可視化され、

わくわくしてヘルスデータを見ることができる。

参加モチベーション向上や健診後の意識継続につなげる。

4

■自社社員の健康タイプを知る！タイプ別アプローチに活用可能。

■社員も自分のタイプを知り、健康を自分ごと化。

健康クラスタの活用
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健康診断を “ 参加することが楽しい／わくわくする／スタイリッシュ ” という見え方に変換

特長❶ ： 行動変容を促すクリエイティブ
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特長❷ ： リザルトサイトでの健康改善可視化

■社員一人ひとりが自分の健康状態をもっと興味を持って見てもらえるものに。

■自身の改善度や経年変化が一目でわかるデザイン設計。

健診戦に参加した事がある方に伺います。エントリーしようと思った理由について教えてください。

360

Q

.

446

28

49

63

130

140

0 100 200 300 400 500 600 700

〈参考〉データの可視化に興味のある社員が多い

健診戦の参加理由についてアンケートを実施したところ、

「自分の健康改善を可視化してみたいから」という理由が

最も多かった。

健康になりたいから

自分の健康改善を可視化してみたかったから

上司や同僚に誘われたから

周りの人が参加していたから

クリエイティブ（ポスターや動画、サイトなど）が魅力的

賞品が魅力的だったから

健診戦の取り組み自体が魅力的だったから
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特長❸ ： 健康改善スコア（特許取得済み）

■独自開発したスコアにより、会社全体の中での社員の相対的な健康改善度や順位を把握できる。

ゲーミフィケーションを採り入れて「健康改善（＝頑張り）」の可視化・表彰を実現。

過去数年の健康データから、

性別・年齢に応じた健康力を統計的に算出

前年度と今年度の

結果から維持・改善度

をスコア化

※下位の順位は非表示にすることも可能です

脂質

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500 肝機能

血糖

BMI

尿酸

血圧

メタボ

215pt

12pt

43pt

390pt

3pt

122pt

58pt

9位

1000番台

900番台

1位

1000番台

100番台

800番台

健康改善
スコア

順位
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特長❹ ： 意識データと組み合わせた健康クラスタ分析

■健康診断の結果や生活習慣、価値観、働き方のデータを活用し、

健康に関する意識・行動の潜在クラスタを分析。タイプに応じたアドバイスをフィードバック。

自社にどんな健康タイプがどのくらい存在するのかが
分かり、社員のタイプ別に健康施策を実施することが
可能になる。

従来の健康経営 健康クラスタを活用した健康経営

健康に課題あり

健康に異常なし

ここに重点的アプローチ

健康か不健康かの

2択でしか社員を区別して

アプローチできなかった

全社員を独自の健康タイプに

分けるため直近で異常がない社員も

巻き込んで健康施策を届けられる

それぞれに合った対策をアプローチ

・・・

忙しくて健康が後回しになっている社員が3分の1も・・・

お酒好き
社員

健康
後回し
社員

インドア
社員
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【新機能】健康クラスタ判定Web

意識や価値観データと健康データをかけ合わせて分類した５つの健康タイプ
自分のタイプを知ることで健康を自分ごと化し、行動をするきっかけにつなげます

各健康タイプに合わせた
改善TIPSも見れます！

基本となる５つのクラスタをご用意しておりますが

企業オリジナルクラスタの作成・反映も可能です。

社員様の健康意識やリテラシー向上にぜひお役立てください。

※基本クラスタは、健診戦導入企業様は現在無料でご利用いただけます。オリジナルクラスタ作成の場合は担当者までお問い合わせください
※現状、健診戦リザルトサイトとのID・メールアドレス連携はしておりません。（今後対応予定）
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基本の５クラスタ クラスタの詳細レポート

ユーザフィードバック機能

【新機能】健康クラスタ判定Web
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特長❺ ： KPI測定による効果検証

■健診戦実施によって社員の意識や行動に変化があったかどうかを分析。

次年度へのフィードバックに繋げる。

健診戦実施効果を測定するKPI指標（例）

健康改善者率

55.4%

+4.5pt
※有意差あり

健診戦対象７指標のうちいずれかを判定改善した人の割合

意識向上者率

※算出には、全社員分の健診/問診結果データが必要です
※1の実施にはアンケートが必須

変化なし 行動が習慣化

意識向上
行動した

参加者

65.3%
不参加者

39.1%1

2

3

4

5

6

7

意識向上者率

健康改善者率

健康維持・改善者率

検査指標別 改善者率

無関心層の巻き込み率

行動変容者の増加率

参加者概要・特徴分析

KPI指標

参加者
不参
加者 49.9%

※参加者と不参加者で有意識差あり
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■社員の約40%（1710名）がエントリー（他の健康施策と比較し1.7倍）

■不参加者と比較し、参加者に有意な改善差・意識/行動変化が見られた

■有リスク者が最も多い40〜50代男性が最も改善

無関心層や有リスク者も巻き込み、

行動変容と健康改善を実現

変化なし 行動が習慣化

意識向上

行動した

参加者

65.3%
不参加者

39.1% 55.5%

※昨年度と今年度の健康診断結果において、

対象9指標のうち

いずれかの判定が改善した人の割合

健康改善者率

※参加者と不参加者で有意差あり

意識向上者率

博報堂社内実施結果
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その他の健康施策と比較すると、健診戦はこれまで健康施策に興味のなかった層も

ある程度巻き込むことに成功していることがわかる。

参加数※ 858名
総数1509名

健診戦
アルコール耐性

チェック＆体組成

計測定イベント

健康定食

利用

健康ジュース

無料配布

519名 171名 101名

全体参加率 53.2% 31.8% 10.9% 6.4%

保健指導対象者の

参加率 50.8% 28.6% 9.5% 4.2%

男性参加率 53.6% 28.6% 7.7% 5.4%

※アンケート回答者ベース（N=1631）

1.7倍

1.8倍

博報堂社内実施結果

1.9倍
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博報堂社内実施結果

40代男性に続き、20代男女の参加率が高く若者も巻き込めている。

無関心層からの参加率も高い。

維持期

行動期

準備期

関心期

無関心期

取組済み

（６ヶ月以上）

取組済み

（６ヶ月未満）

意思あり

（近いうち）

意思あり

（６ヶ月以内）

意思なし

44%

44%

42%

40%

39%

参加率
性年代別参加率

43.3% 43.2%

20代

40.0%

35.2%

３0代

43.5%

35.4%

40代

41.0%
38.4%

50代以上

■男性 ■女性
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東京大学大学院医学系研究科による論文*発表

厚労省の助成を受けている研究成果として健診戦の効果について報告

東京大学大学院医学系研究科

近藤尚己准教授

健診戦の行動科学的

戦略上メリット

（ 2019年度時点。

現・京都大学医学研究科教授）

（報告書より）

1 導入コストが低い

2 コミットメント効果

3 インセンティブ

4 ゲーミフィケーション

5 ゴール設定

6

目的の二重性

即時フィードバック

7
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東京大学大学院医学系研究科による分析結果

BMI、体重、腹囲において、職位・年齢に関係なく健診戦参加者は非参加者に比べて

有意な検査値の改善差がみられた。特に保健指導対象者において大きな効果が見られた。

非参加

参加

変化量の差
-1.43kg

変化量の差
-0.47

変化量の差
-1.83cm
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東京大学大学院医学系研究科による分析結果

予防医学で有名な国際学術誌「Preventive Medicine」に掲載！

健診戦に参加することはメタボリックシンドロームの改善に繋がる可能性を示唆。

Pr even ti ve  M ed icin e Vol u me 164, Nove mbe r 2022,  1072 71
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対外受賞歴

■厚労省「第9回健康寿命を伸ばそうアワード！」にて健康局長優良賞を受賞

■Spikes Asia2021 PR部門にてシルバー受賞

■HEALTH TECH AWARDS 2020（英国HTN主催）Engagement部門にてファイナリスト選出

■第19回JPMプランニング・ソリューション・アワード「インナー・プロモーション企画」銀賞

国内外アワードで

複数の受賞
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メディア掲載・対外発表

■『働き方改革ソリューション市場の実態と展望2020』掲載（矢野経済研究所・2020年5月発刊）

■健康経営ソリューションメディア「健康プラス」にてソリューション記事掲載

■健康経営カンファレンス2020にて講演発表（2020年4月）

■医研シンポジウム2023にて講演発表（2023年9月）

各種メディア・

講演会にて発信
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参加者の声

流し見してしまっていた健康診断

結果を、普段よりきちんと見る

きっかけになりました。

グラフや去年の自分との比較など、

わかりやすく見える化できるので

運動のモチベーションが上がった！

去年より数値がよくなると嬉しくて、

つい運動の頻度が増えました！

ひとりでは挫折しがちだが、仲間

と一緒に参加することで、健康と

向き合う気持ちを引き出してくれ

た。

正直これまで健康は気に留めて

いませんでした。健診戦を機会

に、日々の健康管理も改めて考

えます。
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導入企業の声

人事担当者

保健スタッフ

健診戦を導入して一番良かったことは、これまで実施し

た施策での参加率が低かった、40代〜50代の男性社員の

参加率が高かったことですね。「戦い」という所に燃え

るようで、チーム内で声を掛け合って参加したり、

運動や節酒などで競い合って健診を迎えている様子を見

かけました。

結果、今年の健診戦の実施前後では参加者の4割以上が腹

囲の数値が改善していました。コミットメント効果とい

う説明は受けていましたが、エントリーするだけで本当

に行動が変わるのに驚きました。忙しい社員も多い会社

なので、強制せず自主性に任せるというところも社員の

雰囲気と合っていたのかもしれません。

健診戦の良いところは、まずビジュアルがこれまでの施

策とくらべて楽しいので、健康施策にありがちな「やら

なくてはいけないもの」ではなく、「楽しく参加できる

もの」になっているところですね。

健診戦の時期になると、社内に設置している体組織計を

チーム員同士で測りにくる人を見かけることも多いです。

弊社では残業による深夜の食事、朝ごはんの欠食などが

多かったのですが、健診戦導入後は肝機能やメタボの数

値が改善しているのを見ると、

健診戦をきっかけに食事にも気をつけるようになってい

るのかなと思います。
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導入メリット

①社員の健康意識向上・健康改善

 行動変容のナッジにより「無関心層」も巻き込んで自然と「楽しく」健康になる

＊若年層や無関心層の参加率が高く、メタボなどの健康数値が改善

②健康関連コストの減少

 有所見者の減少により保健指導対処費用や医療費が削減できる

＊特定保健指導対象者数や有所見者数、プレゼンティーズム損失コストが減少

ネガティブからポジティブへ

③健康経営優良企業として対外PRが可能

 「認定」取得/順位向上

認定取得１万社を超えており健康経営推進は当たり前になりつつある

 採用率UP、離職率減

企業選びの基準も仕事内容より福利厚生や環境を重視する傾向に

企業イメージ／プレゼンスを高みへ
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健康経営度調査における「健診戦」の寄与ポイント

特に重みの

大きい項目

特に重みの

大きい項目

健診戦実施内容や
測定したKPI数値を活用して

「社内外への情報発信」が可能

データを使い健診戦実施後の
「効果を測定」

健診データの可視化により
社員のヘルスリテラシーの向上
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【オプション】対抗戦プログラム「健診戦VS」

企業の枠を超えて競うことで、企業内の一体感を生み出す団体戦へと拡張。

※詳細は担当者までお問い合わせください



030
対抗戦プログラム「健診戦VS」実施例

⚫ 企業対抗戦として「健診戦VS（ばーさす）」を実施。企業の枠を超えて競うことで、企業内の一
体感を生み出す団体戦へと拡張。

⚫ 結果を競うだけではなく、企業同士のヘルスデータを比較・可視化し両社社員の健康意識を高める。



proposal Strictly Confidential & ALL Rights Reserved.

［告知］

業種や規模が異なる複数の企業を対象に

24年度中に可視化トライアルを実施＆25年度に向けて公募開始予定



proposal Strictly Confidential & ALL Rights Reserved.

“健診戦”グランプリ
企業の”健康個性”を可視化する、企業対抗健康診断イベント。

競うだけでなく違いを知り、楽しむことで、
健康意識を高めるきっかけになる体験に。



ご興味やご不明な点がありましたら、ぜひご連絡ください！

お問い合わせ先（健診戦事務局 ）

kenshinsen@hakuhodo.co.jp
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